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特集:東京地域グループから広がる新しい

つながり

筑波大学附属図書舘クラウドファン

テεイング:あるプロジェクトチーム

メンバーが考えたこと

松野 渉
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今日の大学図書館においては、運営費・資

料費の確保が喫緊の諜題のひとつとなってし

まっている。この事は本稿読者の多くの方も

既に実感を伴ってご存知の事かと忠われる。

そういった現状において、大学図書館による

自己資金確保の手段のーっとして、特定の目

的の為、主に Webを介して広く寄i討を募る

クラウドファンデイング(以下、 CF) とい

う手法が注目を集めている。

今Iill、機会を頂き 5月 20日(土)に実施

された大学図書館問題研究会東京地域グルー

プの例会にて筆者が勤務館にて関わった CF

プロジェクトについて報告させて頂く事と

なった口恥ずかしながら大学図書館問題研究

会の例会に参加するのは今回が初めてだった

のだが、運営委員の方によれば、平時の例会

よりも参加者数が多かったようで、大学図書

館における CFへの注目度の高さを改めて思

い知った。本稿は、当日の約 40分の口頭報

告を紙面にまとめたものである。ただし、紙

'IJli¥の都合上、当 iヨの全内容を網羅した記事で

はない事を予めご了解頂きたい。

「クラウドファンデイングjとは Crowd(群

集)と Funding(資金調達)を組み合わせた「不

特定多数からの財源・資金調達Jを示す用語

である。近年、 CFが大きく注目を集める理

由のーっとして、プロジェクト立ち上げ・達



成を支援する CF事業者の出現が挙げられる

だろう。

ところで、大学もまた運営費の碍保に苦慮

し、外部資金獲得が広く推奨されているのは

周知の通りである。こういった中、筆者の勤

務大学は 2016年 11月より民間 CF事業者株

式会社 READYFOR(以 F、RF)との業務

提携を行っている(国立大学法人と CF事業

者との業務提携は国内初)[IJ [2)。この提携に

際して、 I)í~ 属図書館内で筆者を含むプロジェ

クトチームが組織され、間属図書館による

CFプロジェクトの実施が決まった。

CFプロジェクトを実施する際に、最も重

要な要素は何であろうか口言うまでも無くそ

れは趣旨、「何の為に資金を集めるのかjで

あるが、加えて向程度に重要なのは想定され

る支援者、「誰が私たちを助けてくれるのか」

という事である。前述の通り今日の大学図書

館は資金難に直面しており、様々な面で資金

が不足している事-が多い。ただ、 CFにおい

ては性格上、より多くの人が「支援するに足

る」と感じる事業をプロジェクトの主眼とす

るべきであり、その想定を怠ると期待通りに

寄附が集まらない可能性が高い。支援者あっ

てのプロジェクトであるから、立ち上げ時に

は趣旨の設定と同様にその保について検討す

る必要性が大きいのである口

そうした観点からチーム内で、検討-を行った

結果、勤務館でのプロジェクトは「紙の本」

をキーワードとする事とした。勤務館におい

ては資料購入費のかなりの割合を電子資料費

が占めており、紙資料の購入費は相対的・絶

対的に減少の一途を辿っている。この点を踏

まえ、 f紙の本の魅力JI学生時代に多くの紙

の本に触れる必要性」にフォーカスしたス

トーリーは寄附を広く募る際に比較的受け入

れられやすいものとなるだろうという考えが

趣旨設定の基底となっている。

プロジェクトの趣旨が定まれば、その趣旨

を、支援を依頼するストーリーとともに CF
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のプラットフォーム上に公開する。本プロ

ジェクトにおいてはストーリーの構築や寄附ー

を募りやすい"¥iVeb上で、の見せ方などについ

て提携先の RF担当者から多大な協力を得

fこ。

そのようにして構築された本プロジェクト

は2017年 1月2613から寄附の募集を開始し

た I310 本プロジェクトは我々や RFの予想を

大幅に上回る Jl~で多くの方々から多額の寄|射

を頂き、結果的に当初の iヨ擦とした寄附金総

額300万円は公開後 1週間も経過せずに達成

する事となった。

この要閣のーっとして、筆者は Webでの情

報拡散の影響が大きいと考えている。本プロ

ジェクトは公開直後から TwitterやFacebook

をはじめとした WebJ二での与を信を精力的に

行った。大学図書館における CFという事例

の目新しさも手伝ってかこれらの発信が Web

上で、積極的にシェアされ、本プロジェクトが

短期的にとは言え所諮 fパズ、った」状態、となっ

た。これにより、平時には我々から発信した

情報がj苗かない層にまでプロジェクトの報が

届き、より広く寄仰を募る事が出来たのである。

そのようにして)11夏調に滑り出したプロジェ

クトは最終的には 3月末の終了までに総額

500万円以上の寄i討を頂戴する事となり、大

きな成功を収めた口尚、支援者から温かな応

援を多く頂戴し、プロジェクトチームメン

ノくーに限らず多くの館員の励みとなった事も

申し添える。現在プロジェトチームでは寄11付

金を用いて購入する資料の選定や支援者に対ー

する支援額に応じたリターンの準備等に追わ

れている段階である。

プロジェクトに一包切りがついて実感する

事は、プロジェクト業務における土台作りの

重要性である。ここまで述べてきた通り CF

は短期的かつ成果ベースが基本形であり、こ

れは従来の図書館業務とはかなり趣が奥なる

部分が大きい。プロジェクトに主体的に取り

組むメンバーをどのように選出するのか、意、
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思決定はどこまで委ねられるのか等、開始前

に館内でコンセンサスが必要な事柄は多いと

本事例を通して実感した。一方で、 CFに限

らずプロジェクト型の業務にはスピードJ惑が

求められる場合が多く、メンバー選出やコン

センサスに多くの時間が割けない場合が多い

のもまた事実である(事実今回もそうであっ

た)。大学運営において明確な成果やエピデ

ンスが求められる傾向は強まっており、大学

i望書館運営においても CFのようなプロジェ

クト型業務に取り組む機会は増えていくと考

えられる。スピード!惑と成果の両方が求めら

れるプロジェクト型業務に備えて、プロジェ

クトが発生した際の全館のパックアップ体制

について事前に 1~:J1ì{~にしておく事が今後重要

になってくるのではないだろうか。

もう一点、まとめに代えて強調したいのは

ICFは WWeぬbでで、イ何可かしら発イ信言すると資金が

!降峰つてくる

でで、ある o 1!!f，論プロジェクトが成功すれば得ら

れるものは大きい口それは金銭的なものに留

まらず、プロジェクト立ち上げにあたって改

めて行われる自館の現状に対する検討や、寄

I時金獲得の過程で支援者からの応援メッセー

ジなども含む。だが、成功の為に必要な事は

決して少なくない。白館の特徴や窮状、ブラ

ンドイメージ等を検討した上で、人的・時間

'J{]にそれなりのリソースを注いで初めてプロ

ジェクトが成立するのである。

注目度の高さから考えれば、大学図書館で

の CF活月3事例は今後増加するだろう。もし

読者の仁!=lに現在、あるいは今後、自館での

CF 活用を検討されている方がいらっしゃる

なら、上記のような点にご留意頂ければ筆者

としては幸いである。
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